
導入機運高まる

川
崎
重
工
業

　
川
崎
重
工
業
の
ガ
ス
タ
ー

ビ
ン
・
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
は
最

先
端
の
技
術
で
、
効
率
や
環

境
性
能
に
さ
ら
に
磨
き
を
か

け
て
い
る
。
２
０
０
７
年
に

開
発
し
た
「
グ
リ
ー
ン
ガ
ス

エ
ン
ジ
ン
」
は
発
電
効
率
で

世
界
最
高
レ
ベ
ル
の

％
に

到
達
し
た
。

　
１
９
７
２
年
の
第
１
号
機

開
発
以
来
、
豊
富
な
実
績
を

積
み
重
ね
て
い
る
「
グ
リ
ー

ン
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
」
は
、
こ

ち
ら
も
世
界
最
高
レ
ベ
ル
の

窒
素
酸
化
物

Ｎ
Ｏ
Ｘ

排

出
値
９
・
９
ｐ
ｐ
ｍ
以
下
を

保
証
す
る
燃
焼
器
を
開
発
し

た
。
震
災
後
、
社
会
的
関
心

が
高
ま
っ
て
い
る
分
散
型
発

電
市
場
に
向
け
て
、
同
社
は

Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
世
界
最
高
レ
ベ
ル
の
性

能
を
発
揮
す
る
製
品
を
提
供

し
て
い
く
。

三
菱
重
工
業

　
三
菱
重
工
業
は
ガ
ス
コ
ー
ジ
ェ

ネ
に
お
い
て
他
社
に
先
駆
け
て
ミ

ラ
ー
サ
イ
ク
ル
エ
ン
ジ
ン
を
導

入
。
２
０
０
２
年
に
日
本
ガ
ス
協

会
「
技
術
大
賞
」
を
、

年
に
は

日
本
機
械
学
会
「
技
術
奨
励
賞
」

を
受
賞
し
た
。
さ
ら
に

地
区

で
は

年
に
大
阪
ガ
ス
と
の
共
同

開
発
に
よ
り
、
発
電
端
効
率

・

７
％
の
１
０
０
０

機
の
市
場

投
入
を
実
現
、

地
区
で
も

年
に
発
電
端
効
率

％
の
高
出
力

化
Ｇ
Ｓ
Ｒ
ミ
ラ
ー
９
３
０

機

の
市
場
投
入
を
実
現
し
た
。
既
に

全
国
で
４
０
０
台
以
上
の
納
入
実

績
を
上
げ
、
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
好
評

を
得
て
い
る
。

　
１
９
７
１
年
以
降
７
万
台
強
の

納
入
実
績
を
誇
る
非
常
用
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
設
備
と
併
せ
、
今
後
も

顧
客
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
と
ら
え

た
危
機
管
理
、
地
球
温
暖
化
防
止

に
貢
献
す
る
商
品
を
提
供
し
て
い

く
。

　
３
月

日
の
東
日
本
大
震
災
以
降
、
製
造
業
に
と
っ
て
電
力
を
い
か
に
安
定
確
保

す
る
か
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
電
力
不
足
が
懸
念
さ
れ
た
夏
は
乗
り
切
っ

た
も
の
の
、
暖
房
需
要
の
あ
る
冬
が
近
づ
い
て
き
た
。
政
府
が
今
年
冬
の
電
力
需
給

対
策
と
来
年
夏
の
対
応
方
針
を
決
め
る
一
方
で
、
産
業
界
に
は
自
家
発
電
設
備
の
導

入
機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
。
自
己
防
衛
や
危
機
管
理
と
い
う
観
点
が
色
濃
い
の
が
実

情
だ
。
「
震
災
で
引
き
合
い
が
活
発
化
し
、
ト
レ
ン
ド
が
が
ら
り
と
変
わ
っ
た
」

重
工
メ
ー
カ
ー
幹
部

と
い
わ
れ
る
自
家
発
電
設
備
の
現
状
を
探
っ
た
。

電
源
分
散
で
自
己
防
衛
ト
レ
ン
ド
変
え
た
備
え
の
意
識

自家発電設備向けなど

ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
・
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン川

崎
重
工
業
の
「
グ
リ
ー
ン
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
」

三
菱
重
工
業
が
手
掛
け
る
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン

有
力
企
業
の
技
術
・
製
品

（ ） 【広告特集】 ２０１１年 平成２３年 １１月９日 水曜日 　　

　
政
府
は

月
１
日
、
冬
の

電
力
需
給
に
つ
い
て
関
西
電

力
管
内
で
２
０
１
０
年
冬
比

％
以
上
、
九
州
電
力
管
内

で
は
同
５
％
以
上
の
節
電

最
大
使
用
電
力

を
要
請

す
る
こ
と
を
決
め
た
。
東
京

電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
事
故
の
影
響
か
ら
管
内
原

発
の
再
稼
働
の
め
ど
が
立
た

な
い
た
め
、
関
電
、
九
電
と

も
電
力
が
不
足
す
る
恐
れ
が

あ
る
と
判
断
し
た
た
め
だ
。

　
さ
ら
に
来
年
夏
に
つ
い
て

は
、
法
律
に
基
づ
く
電
力
使

用
制
限
で
は
今
年
夏
の
よ
う

に
土
日
操
業
な
ど
で
企
業
に

与
え
る
影
響
が
大
き
い
と
し

て
、
契
約
見
直
し
な
ど
で
の

対
応
を
電
力
会
社
に
求
め
る

と
の
方
針
を
示
し
た
。
い
ず

れ
に
せ
よ
電
力
確
保
に
向
け

た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

は
、
被
災
地
で
あ
る
東
北
、

関
東
地
域
だ
け
で
な
く
全
国

に
広
が
っ
て
い
る
。

　
経
済
産
業
省
・
資
源
エ
ネ

ル
ギ
ー
庁
は
今
年
夏
、
「
自

家
発
電
設
備
導
入
促
進
事
業

費
補
助
金
」
制
度
を
立
ち
上

げ
た
。
電
気
の
供
給
力
強
化

や
電
力
需
給
の
安
定
化
が
狙

い
。
２
０
１
１
年
度
第
１
次

補
正
予
算
に
よ
る
第
１
弾

は
、
東
京
電
力
と
東
北
電
力

の
管
内
の
計
約

件
、
約

万

以
上
の
電
力
増
の
計

画
に
補
助
金
を
支
給
し
た
。

電
力
増
の
内
訳
は
売
電
用
が

約

万

、
自
家
消
費
用

が
約
８
万

。
予
算
総
額

は
約
１
０
０
億
円
だ
っ
た
。

　
続
く
第
２
弾
は

月
１
日

か
ら

日
ま
で
公
募
し
て
い

る
。

年
度
第
３
次
補
正
予

算
で
措
置
さ
れ
た
も
の
で
、

沖
縄
県
を
除
く
全
国
が
対

象
。
予
算
総
額
は
約
３
０
０

億
円
と
前
回
の
３
倍
と
な
っ

た
。

　
い
ず
れ
も
自
家
消
費
目
的

で
は
設
備
本
体
、
工
事
費
、

売
電
目
的
で
は
設
備
本
体
、

工
事
費
と
燃
料
費
を
補
助
す

る
。
１
社
当
た
り
補
助
率
は

中
小
企
業
が
２
分
の
１
以

内
、
大
企
業
は
３
分
の
１
以

内
。
対
象
設
備
は
重
油
を
燃

料
と
す
る
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン

ジ
ン
、
液
化
天
然
ガ
ス

Ｌ

Ｎ
Ｇ

を
使
う
ガ
ス
エ
ン
ジ

ン
、
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
、
コ
ン

バ
イ
ン
ド
サ
イ
ク
ル
、
蒸
気

タ
ー
ビ
ン
の
各
種
設
備
で
、

い
ず
れ
も
コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ

ョ
ン
熱
電
併
給
を
含
む
。

　
同
じ
Ｌ
Ｎ
Ｇ
を
使
っ
て

も
、
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
は
大
出

力
で
空
調
用
な
ど
の
蒸
気
を

活
用
す
る
顧
客
向
き
、
ガ
ス

エ
ン
ジ
ン
は
小
出
力
で
発
電

主
体
の
利
用
に
適
し
て
い
る

と
の
見
方
も
あ
る
。
コ
ン
バ

イ
ン
ド
サ
イ
ク
ル
は
、
ガ
ス

タ
ー
ビ
ン
と
蒸
気
タ
ー
ビ
ン

の
高
効
率
複
合
サ
イ
ク
ル
に

よ
る
発
電
を
実
現
す
る
。

　
事
実
、
震
災
を
境
に
し
て

こ
れ
ら
常
用
の
自
家
発
電
設

備
に
対
す
る
引
き
合
い
・
受

注
件
数
は
伸
び
て
い
る
。
同

設
備
は
約

年
前
か
ら
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
コ
ス
ト
削
減
を

両
立
さ
せ
る
分
散
型
電
源
と

し
て
普
及
し
た
が
、
そ
の

後
、
電
力
料
金
が
下
が
り
設

置
が
伸
び
悩
ん
だ
。
こ
こ
に

き
て
電
力
不
足
懸
念
か
ら
ニ

ー
ズ
が
高
ま
り
、
補
助
金
制

度
も
援
軍
と
な
っ
て
今
年
度

は
増
加
す
る
見
込
み
だ
。

　
た
だ
常
用
自
家
発
電
装
置

を
巡
る
商
談
に
も
波
が
み
ら

れ
た
。
東
日
本
で
は
昨
年
夏

ピ
ー
ク
比

％
の
節
電
が
叫

ば
れ
た
当
初
は
引
き
合
い
が

多
か
っ
た
が
、
そ
の
後
節
電

幅
が
同

％
に
決
ま
る
と
い

っ
た
ん
落
ち
着
い
た
。
納
期

は
通
常
１
年
以
上
と
さ
れ
、

発
注
即
導
入
と
は
い
か
な
い

こ
と
も
広
く
認
識
さ
れ
た
結

果
だ
。
そ
れ
で
も
電
力
確
保

に
対
す
る
企
業
ニ
ー
ズ
は
、

重
工
メ
ー
カ
ー
に
と
っ
て

「
追
い
風
」
に
は
違
い
な

い
。

　
三
菱
重
工
業
で
は
震
災

後
、
平
均
出
力
５
５
０
０

級
の
自
家
発
電
設
備
を
累

計

基
以
上
受
注
し
た
。
そ

の
大
半
は
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
発

電
設
備
で
、
東
日
本
の
自
動

車
部
品
や
通
信
機
器
メ
ー
カ

ー
、
化
学
関
連
の
企
業
な
ど

に
納
め
た
。
中
に
は
売
電
目

的
の
企
業
も
あ
っ
た
。
顧
客

は
中
小
企
業
か
ら
大
企
業
ま

で
幅
広
い
。

　
同
社
は

年
３
月
期
に
ガ

ス
エ
ン
ジ
ン
発
電
設
備
を
数

基
し
か
受
注
し
て
お
ら
ず
、

す
べ
て
海
外
向
け
だ
っ
た
。

今
回
は
可
能
な
限
り
早
く
調

達
し
た
い
顧
客
も
あ
っ
て
、

同
社
は
「
納
期
の
短
縮
努
力

や
海
外
の
先
行
顧
客
分
の
融

通
、
当
社
内
設
備
の
移
設
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
動
員

し
て
対
応
す
る
」
と
い
う
。

　
川
崎
重
工
業
は
自
家
発
電

設
備
単
体
に
と
ど
ま
ら
ず
、

排
熱
回
収
ボ
イ
ラ
や
蒸
気
タ

ー
ビ
ン
を
組
み
合
わ
せ
た
コ

ジ
ェ
ネ
シ
ス
テ
ム
の
普
及
に

力
を
入
れ
る
。
ガ
ス
タ
ー
ビ

ン
の
受
注
見
通
し
は

年
３

月
期
に
前
期
比

％
増
の
２

３
０
台
。
新
規
参
入
し
た
ガ

ス
エ
ン
ジ
ン
は
年

台
超
の

生
産
態
勢
を
敷
い
て
い
る
。

　
同
社
は
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
普
及
を
図
る
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
法
を
に
ら
み
「
固

定
価
格
買
い
取
り
制
度
に
よ

り
電
気
料
金
が
上
が
っ
た
場

合
、
自
家
発
電
設
備
の
需
要

が
さ
ら
に
活
発
に
な
る
か
も

し
れ
な
い
」
と
み
て
い
る
。

　
Ｉ
Ｈ
Ｉ
グ
ル
ー
プ
の
新
潟

原
動
機

東
京
都
中
央
区

で
は
震
災
か
ら
の
数
カ
月
間

に
、
自
家
発
電
設
備
で
累
計

２
０
０
件
の
引
き
合
い
が
あ

っ
た
。
夏
の
電
力
不
足
は
乗

り
切
っ
た
も
の
の
、
今
年
冬

や
来
年
夏
に
向
け
て
自
前
で

電
力
を
確
保
し
た
い
企
業
が

少
な
く
な
い
。
同
社
は
「
電

力
不
足
の
懸
念
は
２
―
３
年

続
く
の
で
は
な
い
か
」
と
い

い
、
有
望
案
件
の
成
約
化
に

力
を
注
ぐ
。
ま
た
Ｉ
Ｈ
Ｉ

は
、
新
潟
原
動
機
と
の
間
で

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
設
備
の

販
売
を
再
編
す
る
。
新
潟
原

動
機
が
扱
う
中
型
常
用
自
家

発
電
装
置
を
Ｉ
Ｈ
Ｉ
ブ
ラ
ン

ド
に
切
り
替
え
、
Ｉ
Ｈ
Ｉ
が

常
用
、
新
潟
原
動
機
が
非
常

用
を
扱
う
線
引
き
を
す
る
。

　
三
井
造
船
は
こ
こ
数
年

来
、
国
内
で
は
ガ
ス
エ
ン
ジ

ン
の
受
注
ゼ
ロ
が
続
い
て
い

た
。
し
か
し
今

年
は
数
十
件
の

引
き
合
い
が
あ

り
、
素
材
関
連

企
業
か
ら
の
受

注
に
こ
ぎ
つ
け

た
。
同
社
は

「
電
力
不
足
対

応
は
ひ
と
夏
の

出
来
事
で
は
な

い
。
今
冬
、
来

夏
向
け
に
発
注

し
て
き
た
企
業

も
あ
り
、
さ
ら

に
伸
び
を
期
待

し
て
い
る
」
状

況
だ
。


